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11
月
１
日（
火
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
、

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学（
岐
阜
市
）
と
揖
斐

川
町
教
育
委
員
会
に
よ
る
教
育
実
習
連
携

協
定
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

協
定
内
容
は
、
教
育
委
員
会
が
岐
阜
聖

徳
学
園
大
学
生
の
教
育
実
習
を
受
け
入

れ
、
大
学
は
学
童
保
育
や
学
習
指
導
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

調
印
式
に
は
、
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
の

藤ふ
じ

井い

德の
り

行ゆ
き

学
長
と
野の

原は
ら

靖
や
す
し

教
育
長
が
出

席
。
藤
井
学
長
は
「
教
育
現
場
で
即
戦
力

と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
に
は
、
実
習
が
重
要
で
す
。
今
後
も
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
学
生
を
育

て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

11
月
５
日（
土
）と
６
日（
日
）の
２
日
間
、

岐
阜
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
春
日
の
太
鼓
踊
り
が
、
寺
本
地

区
に
あ
る
六
社
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

寺
本
地
区
の
太
鼓
踊
り
は
、
竹
に
色
鮮

や
か
な
飾
り
を
つ
け
た
バ
ン
バ
ラ
を
背
負

っ
て
左
右
に
揺
ら
し
笛
や
鉦
、
唄
を
歌
う

人
と
共
に
踊
り
ま
す
。
寺
本
の
太
鼓
踊
り

は
、
他
の
地
区
に
比
べ
て
太
鼓
を
打
つ
姿

勢
が
腰
を
引
い
た
低
い
構
え
が
特
徴
で
、

衣
装
は
上
下
と
も
色
柄
の
派
手
な
も
の
を

着
用
し
ま
す
。

　

踊
り
手
の
中
に
は
、「
バ
ン
バ
ラ
」
を

背
負
う
小
学
生
や
小
さ
な
太
鼓
を
抱
え
る

子
ど
も
た
ち
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
春
日
の
太
鼓
踊
り

は
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
８
日（
木
）、
環
境
保
護
活
動
に
尽

力
し
た
清
水
小
学
校
と
久
瀬
小
学
校
に
郷

土
の
環
境
を
守
る
会
（
会
長
細
江
茂
光
）

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
揖
斐
川
町
役
場

で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
小
学
校
は
、
５
年
生
29
人
が
中
心

と
な
っ
て
、
ア
イ
ガ
モ
農
法
に
よ
る
稲
作

を
手
が
け
て
お
り
、
農
薬
を
な
る
べ
く
使

わ
な
い
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
久
瀬
小

学
校
は
、
全
校
児
童
31
人
が
徳
山
ダ
ム
上

流
に
植
え
る
実
の
な
る
木
の
苗
木
を
栽

培
。
ま
た
、
桜
の
木
を
育
て
た
り
、
ア
サ

ガ
オ
で
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
作
っ
た
り
し

た
。伝
達
式
に
訪
れ
た
児
童
の
代
表
は「
今

あ
る
豊
か
な
自
然
を
大
切
に
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

20
年
以
上
前
か
ら
商
工
会
女
性
部
の
皆

さ
ん
が
行
な
っ
て
い
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動

が
、
今
年
も
行
わ
れ
、
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ

ン
の
メ
イ
ン
会
場
や
ゴ
ー
ル
会
場
で
多
く

の
ラ
ン
ナ
ー
を
迎
え
ま
し
た
。
マ
ラ
ソ
ン

終
了
後
に
は
、
鉢
植
え
の
花
を
養
老
鉄
道

揖
斐
駅
、
尚
和
園
、
揖
斐
警
察
署
、
揖
斐

川
健
康
広
場
、
揖
斐
川
町
役
場
な
ど
へ
配

布
さ
れ
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
商
工
会
女
性
部
の
市
田
セ
ツ

子
部
長
は
「
伝
統
の
あ
る
い
び
が
わ
マ
ラ

ソ
ン
の
会
場
を
花
で
飾
り
、
ラ
ン
ナ
ー
を

お
も
て
な
し
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
明
る
い
年
末
年
始
を
迎
え
る
た

め
に
も
町
内
各
所
に
花
を
飾
っ
て
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
を
明
る
く
華
や
か
に
！

商
工
会
女
性
部
が
活
躍
し
て
い
ま
す

岐
阜
聖
徳
学
園
と

教
育
実
習
で
連
携
協
定

岐
阜
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

春
日
の
太
鼓
踊
り

環
境
保
護
活
動
に
感
謝
状

～
清
水
小
学
校
・
久
瀬
小
学
校
～

▲協定書を交わした藤井学長（左）と野原教育長（右）

▲六社神社での寺本太鼓踊り

▲商工会女性部の活動が町を元気にしてくれます

▲感謝状受賞おめでとうございます
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11
月
21
日（
月
）、
乙
原
地
区
に
整
備
さ

れ
る
農
産
物
販
売
施
設
の
新
築
工
事
安
全

祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
に
整
備
さ
れ
る
販
売
施
設
は
、
国

道
３
０
３
号
と
主
要
地
方
道
山
東
本
巣
線

の
交
差
点
付
近
に
整
備
さ
れ
、
平
成
24
年

３
月
完
成
予
定
。
地
域
の
農
家
が
育
て
た

新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。
木
造

平
屋
建
の
面
積
約
75
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

休
憩
所
と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
公

衆
ト
イ
レ
も
整
備
さ
れ
ま
す
。

　

安
全
祈
願
祭
に
は
、
関
係
者
ら
約
40
人

が
出
席
。
神
事
の
後
、
宗
宮
町
長
は
「
観

光
客
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
施
設
に
な
る

よ
う
に
、
地
域
住
民
で
活
用
し
て
ほ
し

い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

▲まちづくり活動報告会の様子

▲受賞報告会に訪れた皆さん
　受賞おめでとうございます

▲工事の安全を願いました

▲受賞おめでとうございます

　

11
月
17
日（
木
）に
岐
阜
市
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
平
成
23
年
度
岐
阜

県
更
生
保
護
事
業
関
係
者
顕
彰
式
典
」で
、

保
護
司
と
し
て
永
年
の
功
績
が
顕
著
で
、

他
の
模
範
と
な
ら
れ
る
方
々
が
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
法
務
大
臣
表
彰　

　

竹た
け

中な
か

治は
る

通み
ち

さ
ん

○
中
部
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰

　

高た
か

橋は
し

克よ
し

昌あ
き

さ
ん
、
廣ひ

ろ

瀬せ

喜き

與よ

藏ぞ
う

さ
ん

　

五い

十そ

川が
わ

保や
す

彦ひ
こ

さ
ん

○
中
部
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

　

小こ

森も
り

く
み
こ
さ
ん
、
渡わ

た

辺な
べ

康や
す

博ひ
ろ

さ
ん

○
岐
阜
保
護
観
察
所
長
表
彰

　

矢や

野の

義よ
し

己き

さ
ん

○
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
県
知
事
表
彰

　

広ひ
ろ

瀬せ

喜き

與よ

藏ぞ
う

さ
ん
、
五い

十そ

川が
わ

保や
す

彦ひ
こ

さ
ん

岐
阜
県
ユ
ネ
ス
コ
協
会
青
少
年
グ
ラ
ン
プ
リ

国
際
賞
受
賞�

～
坂
内
小
中
学
校
～

　

11
月
16
日（
水
）、
坂
内
小
中
学
校
が
岐

阜
県
ユ
ネ
ス
コ
協
会
青
少
年
グ
ラ
ン
プ
リ

国
際
賞
を
受
賞
し
、
坂
内
小
中
学
校
体
育

館
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

坂
内
小
中
学
校
は
、
１
円
と
５
円
を
募

金
す
る
「
一い

ち

五ご

募
金
」
に
約
15
年
前
か
ら

取
り
組
み
、
集
め
た
お
金
は
、
学
校
教
育

を
受
け
ら
れ
な
い
世
界
の
子
ど
も
た
ち
を

支
援
す
る
ユ
ネ
ス
コ
の
「
世
界
寺
子
屋
運

動
」
へ
寄
付
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
行
事

で
も
住
民
に
協
力
を
呼
び
掛
け
る
な
ど
、

地
道
な
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
会
長
の
重し

げ

綱つ
な

祥
し
ょ
う

平へ
い

さ
ん
は
「
坂

内
の
よ
う
な
小
さ
な
学
校
で
も
活
動
を
続

け
れ
ば
大
き
な
力
に
な
る
。」
と
話
し
ま

し
た
。

乙
原
農
産
物
販
売
施
設

安
全
祈
願
祭

更
生
保
護
事
業
関
係
者

表
彰
報
告
会

ま
ち
づ
く
り
活
動

成
果
報
告
会
開
催

　

11
月
24
日（
木
）、
谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー

ル
（
谷
汲
名
礼
）
で
「
ま
ち
づ
く
り
活
動

成
果
報
告
会
」（
岐
阜
県
主
催
）
が
開
催

さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
支
援
の
た
め
に
県
が

チ
ー
ム
を
派
遣
し
て
い
る
県
内
６
地
区

（
揖
斐
川
町
谷
汲
・
飛
騨
市
宮
川
町
種
蔵
・

郡
上
市
白
鳥
町
石
徹
白
・
土
岐
市
駄
知
・

下
呂
市
馬
瀬
）
の
活
動
成
果
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
か
ら
は
、
谷
汲
門
前
街
並
み

づ
く
り
委
員
会
の
今い

ま

村む
ら

博ひ
ろ

正ま
さ

委
員
長
が
出

席
。
地
域
活
性
化
の
た
め
の
景
観
整
備
や

お
十
七
夜
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
実
績
を
紹
介
し
、「
今
後
も
お
も
て

な
し
と
癒
や
し
の
心
で
発
展
し
て
い
き
た

い
。」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
区

の
特
産
料
理
の
試
食
会
や
谷
汲
山
参
道
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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▲水生生物分類技能検定試験の様子

▲直下型地震を想定した訓練の様子

▲報告に訪れた揖斐郡消防組合消防本部の皆さん

▲カチン染め体験の様子

秋
の
城
台
山
公
園
と
揖
斐
川
の
町
並
み

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

土
砂
災
害
合
同
防
災
訓
練

～
大
規
模
土
砂
災
害
に
備
え
て
～

総
務
大
臣
表
彰
受
賞

～
揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部
～

　

11
月
26
日（
土
）、
秋
の
城
台
山
公
園
と

揖
斐
川
の
町
並
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
行
わ

れ
約
３
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、町
の
自
然
や
歴
史
を
巡

り
、揖
斐
川
の
町
並
み
で
魅
力
を
再
発
見
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
会
場
は
、
揖
斐
川
町

役
場
で
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
全
長

約
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を
楽
し
み

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
爽
や
か
な
秋
晴
れ

で
、
参
加
者
は
美
し
い
景
色
を
背
景
に
記

念
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。

　

１
５
０
枚
限
定
の
伝
統
的
な
カ
チ
ン

染
め
体
験
や
コ
ー
ス
上
に
設
け
ら
れ
た
、

い
び
茶
や
豚
汁
、
甘
酒
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
、
三
輪
神
社
で
の
お
み
く
じ
無

料
サ
ー
ビ
ス
な
ど
参
加
者
は
秋
の
揖
斐
川

町
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

11
月
27
日（
日
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
直

下
型
地
震
に
よ
る
大
規
模
災
害
を
想
定
し

た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
方
式
の
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
に
は
、国
土
交
通
省
、

岐
阜
県
、
揖
斐
川
町
、
揖
斐
建
設
業
協
会

な
ど
約
１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
５
月
に
改
正
さ
れ
た
土
砂
災
害
防

止
法
で
は
、
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
発
生

し
た
場
合
は
、
国
や
県
が
緊
急
調
査
・
情

報
提
供
し
、
市
町
村
が
住
民
に
避
難
指
示

す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
拠
点
と
な
る
揖
斐
川
町

庁
舎
３
階
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

刻
々
と
変
化
す
る
報
告
を
受
け
、
各
機
関

の
職
員
が
地
図
な
ど
を
見
な
が
ら
応
急
対

策
や
住
民
へ
の
避
難
勧
告
な
ど
を
検
討

し
、
関
係
機
関
へ
の
協
力
要
請
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
確
認
し
な
が
ら
訓
練
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

に
お
い
て
、
未
曾
有
の
大
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
中
、
緊
急
援
助
隊
が
全
国
か
ら
被
災

地
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自
身

の
危
険
を
顧
み
る
こ
と
な
く
全
力
を
挙
げ

て
人
命
捜
索
な
ど
の
活
動
に
尽
力
し
、
特

に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
消
防
本
部
等
に

総
務
大
臣
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
28
日（
月
）に
、
総
務
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
た
揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部
の

神
原
消
防
長
を
は
じ
め
、
緊
急
援
助
隊
の

隊
長
と
し
て
被
災
地
で
の
活
動
に
従
事
さ

れ
た
消
防
隊
員
が
受
賞
報
告
に
揖
斐
川
町

役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

宗
宮
町
長
は
「
皆
さ
ん
の
活
動
を
大
変

誇
り
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
地
域

の
住
民
に
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は

何
が
必
要
か
を
伝
え
て
ほ
し
い
。」
と
受

賞
を
た
た
え
ま
し
た
。

河
川
工
事
を
考
え
る
会

　

11
月
29
日
（
火
）、
丸
山
井
水
親
水
公

園
（
上
南
方
）
で
、
平
成
23
年
度
第
３
回

河
川
工
事
を
考
え
る
会
（
代
表　

國
枝
久

夫
）
の
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
川
工
事
を
考
え
る
会
は
、
揖
斐
郡
内

の
建
設
業
者
が
会
員
の
大
半
を
占
め
組
織

さ
れ
、
水
生
生
物
の
保
護
に
配
慮
し
た
工

法
で
河
川
工
事
を
行
い
、
生
態
系
保
全
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
集
会
で
は
、

水
生
生
物
分
類
技
能
検
定
試
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
検
定
内
容
は
、
あ
ら
か
じ
め
用

意
さ
れ
た
桂
川
に
生
息
す
る
貝
類
・
魚
類
・

水
生
昆
虫
類
・
水
草
類
・
両
生
類
・
絶
滅

危
惧
種
（
魚
類
）
を
分
類
す
る
も
の
で
す
。

検
定
に
合
格
さ
れ
た
方
は
、
小
学
校
の
総

合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
で
、
生
態
系
保

全
や
水
生
生
物
の
学
習
な
ど
で
講
師
と
し

て
活
躍
さ
れ
ま
す
。
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秋
の
叙
勲（
旭
日
双
光
章
）受
章

叙
勲（
旭
日
単
光
章
）受
章

鮮
や
か
な
紅
葉
に
彩
ら
れ

谷
汲
・
横
蔵
寺
も
み
じ
ま
つ
り
開
催

叙
勲（
旭
日
単
光
章
）受
章

　

秋
の
叙
勲
で
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ

た
中な

か

野の

治お
さ
むさ

ん
（
西
横
山
）
が
11
月
４
日

（
金
）に
受
章
の
報
告
で
揖
斐
川
町
役
場
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

中
野
さ
ん
は
、
昭
和
42
年
４
月
か
ら
平

成
３
年
４
月
ま
で
の
間
、
６
期
24
年
の
永

き
に
わ
た
り
、
藤
橋
村
議
会
議
員
と
し
て

在
職
さ
れ
、
昭
和
61
年
の
旧
徳
山
村
と
の

合
併
時
に
は
議
長
と
し
て
調
印
に
署
名
す

る
な
ど
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
道
路
整
備
や
産
業
振

興
、
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
に
も
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
今
回
の
叙
勲
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。
中
野
さ
ん
は
「
住
民
の
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
多
く
の
仕
事
が
で
き
ま
し

た
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

９
月
20
日（
火
）
に
亡
く
な
ら
れ
た
髙た

か

橋は
し

幸み
ゆ
きさ

ん
（
谷
汲
徳
積
）
が
旭
日
単
光
章

を
受
章
さ
れ
、
宗
宮
町
長
よ
り
ご
親
族
へ

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
さ
ん
は
、
昭
和
60
年
９
月
か
ら
平

成
13
年
８
月
ま
で
の
４
期
16
年
の
永
き
に

わ
た
り
谷
汲
村
議
会
議
員
と
し
て
在
職
さ

れ
、
議
長
を
２
年
間
、
副
議
長
を
１
年
間

歴
任
し
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
観
光
や
福
祉
事
業
、

情
報
政
策
の
推
進
な
ど
に
も
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
生
前
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
叙
勲
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

多
大
な
功
績
に
対
し
、
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
す
。

　

11
月
13
日（
日
）に
谷
汲
山
門
前
駐
車
場

で
、
谷
汲
も
み
じ
ま
つ
り
が
、
11
月
20
日

（
日
）に
は
、
横
蔵
寺
も
み
じ
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

谷
汲
も
み
じ
ま
つ
り
は
、
い
び
が
わ
マ

ラ
ソ
ン
と
同
日
に
開
催
さ
れ
、
い
び
が
わ

マ
ラ
ソ
ン
メ
イ
ン
会
場
か
ら
の
お
客
も
多

く
、
勇
壮
華
麗
な
舞
で
全
国
的
に
も
有
名

な
谷
汲
踊
や
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
特
産

品
販
売
、
バ
ザ
ー
、
餅
ま
き
な
ど
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

美
濃
の
正
倉
院
と
も
呼
ば
れ
、
紅
葉
の

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
有
名
な
横
蔵
寺
の
境

内
で
開
催
さ
れ
た
横
蔵
寺
も
み
じ
ま
つ
り

は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
見

ご
ろ
を
迎
え
た
紅
葉
を
求
め
て
訪
れ
た
多

く
の
観
光
客
が
、
秋
の
彩
り
の
中
、
和
太

鼓
演
奏
や
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、バ
ザ
ー

な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

▲受章報告に役場を訪れた中野さん

▲叙勲の伝達が行われました

▲横蔵寺もみじまつりの様子

▲叙勲の伝達が行われました
（写真は、代理受章された妻としゑさん）

　

11
月
28
日（
月
）、
旭
日
単
光
章
を
受
章

さ
れ
た
勇

い
さ
み

勝ま
さ
るさ

ん
（
坂
内
川
上
）
に
宗
宮

町
長
よ
り
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

勇
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
４
月
か
ら
平
成

７
年
４
月
ま
で
の
４
期
16
年
の
永
き
に
わ

た
り
坂
内
村
議
会
議
員
と
し
て
在
職
さ

れ
、
そ
の
間
、
議
長
を
４
年
間
、
副
議
長

を
４
年
間
歴
任
し
、
議
会
の
円
滑
な
運
営

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
振
興

や
社
会
教
育
施
設
の
充
実
な
ど
に
も
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
叙
勲
の
受
章
と
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
勇
さ
ん
は
、
叙
勲
伝
達
日
の
午

後
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
多
大
な

功
績
に
対
し
、
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
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▲約２０００本の大根が収穫されました

▲スキー場の積雪と安全を祈願しました

▲飲酒運転根絶運動出発式の様子

▲久瀬温泉白龍の湯での神事

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

施
設
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭

揖
斐
高
原
ス
キ
ー
場
安
全
祈
願
祭

飲
酒
運
転
根
絶
運
動

～
交
通
安
全
啓
発
活
動
～

　

12
月
１
日（
木
）、
い
び
川
温
泉
藤
橋
の

湯
と
久
瀬
温
泉
白
龍
の
湯
で
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
施
設
建
設
工
事
の

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
平
成

24
年
３
月
完
成
予
定
）

　

現
在
の
、
灯
油
を
利
用
し
た
ボ
イ
ラ
ー

か
ら
木
質
燃
料
（
ペ
レ
ッ
ト
）
ボ
イ
ラ
ー

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
灯
油
の
約

90
パ
ー
セ
ン
ト
を
ペ
レ
ッ
ト
に
転
換
し
、

燃
料
調
達
費
の
削
減
を
図
り
、
年
間
で

２
０
０
～
４
０
０
ト
ン
の
二
酸
化
炭
素
の

削
減
が
可
能
と
な
り
環
境
へ
の
負
荷
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　

神
事
の
後
、
宗
宮
町
長
は
「
地
球
温
暖

化
な
ど
環
境
問
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
温

泉
を
拠
点
と
し
て
観
光
振
興
に
努
め
て
い

き
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

12
月
１
日（
木
）、
揖
斐
高
原
ス
キ
ー
場

（
日
坂
）
で
シ
ー
ズ
ン
中
の
積
雪
と
安
全

を
祈
願
す
る
神
事
が
行
わ
れ
、
財
団
い
び

が
わ
、
地
元
関
係
者
、
町
関
係
者
ら
約
30

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

財
団
い
び
が
わ
の
小
森
理
事
長
は
「
昨

年
は
小
中
学
生
の
リ
フ
ト
無
料
化
を
実
施

し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゲ
レ
ン
デ
と
し
て
多
く

の
お
客
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
も
安
全
対

策
を
万
全
に
し
て
い
き
た
い
。」
と
あ
い

さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

宗
宮
町
長
は
「
町
の
冬
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
、
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
元
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
安
全
第
一

で
お
客
様
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
話
し
ま
し
た
。

　

12
月
１
日（
木
）、
揖
斐
警
察
署
駐
車
場

で
、
揖
斐
警
察
署
員
、
交
通
安
全
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
約
50
人
が
参
加
し
、
飲
酒
運

転
根
絶
運
動
に
対
す
る
啓
発
活
動
出
発
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
揖
斐
警
察
署
駐
車
場
に
は
、
飲

酒
運
転
根
絶
を
訴
え
る
内
部
照
明
式
の
大

型
看
板
を
備
え
た
サ
イ
ン
カ
ー
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

12
月
は
飲
酒
運
転
根
絶
強
化
月
間
で
、

飲
酒
運
転
の
指
導
取
締
り
、
飲
酒
運
転
根

絶
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
な
ど
に
よ
る
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

揖
斐
警
察
署
の
石
原
署
長
は
出
発
式
で

「
飲
酒
運
転
は
非
常
に
悪
質
な
違
反
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
で
飲
酒
運
転
根
絶
に
取
り

組
み
、
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。」

と
話
し
ま
し
た
。

第
８
回
い
び
地
域
環
境
塾

～
大
根
の
収
穫
～

　

11
月
12
日（
土
）、
い
び
が
わ
ミ
ズ
み
ず

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
体
験
農
場（
極
楽
寺
）

で
、
大
根
の
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
農
場
は
、
生
ご
み
を
再
利
用
し
た

堆
肥
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

揖
斐
郡
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
構
成
す
る

い
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
連
絡
協
議
会
が
開
催
す

る
第
８
回
い
び
地
域
環
境
塾
に
は
揖
斐
郡

内
の
親
子
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
収
穫
し
た
大
根
は
、
９
月
10
日

（
土
）に
参
加
者
が
種
ま
き
を
し
た
も
の
で

す
。

　

前
日
に
降
っ
た
雨
で
足
元
は
あ
ま
り
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

は
一
生
懸
命
に
大
根
を
引
き
抜
い
て
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
は「
ど
ろ
ん
こ
に
な
っ
た
け
ど
、

大
根
を
抜
く
感
触
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。


